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ヒダサンショウウオを守る、ジュニア研究者の活躍
山県市立高富中学校（岐阜県）　生物部　部長　三宅 遥香 さん　　顧問　福田 英治 さん

総合と教科とのクロスカリキュラムが、深い学びに
東北町立甲地小学校（青森県） 校長　工藤 克己 さん　　教頭　千葉 奈緒子 さん
　    教諭　松嶋 幸湖 さん　　教諭　澤目 路子 さん
小川原湖自然楽校（青森県）　　 代表　相馬 孝 さん

「水辺のごみ見っけ！」- 水辺のごみへの関心を高める活動 -
全国川ごみネットワーク（東京都）　　事務局　伊藤 浩子 さん

河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

川 を 愛 す る 人 の た め に

RIVER FUND
河川基金だより

Good Pract ices of 
the Outcomes Supported by 
the River Fund

河川財団奨励賞受賞研究
- 河川環境中に存在する抗がん剤成分の環境動態に関する研究 -
大阪薬科大学大学院薬学研究科（大阪府）　助教　東 剛志 さん
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河川基金へのご寄付は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

【写真】NPO 法人 山のない北村の輝きにおける活動（「川の一年を利活用した河川環境保護事業」）

河川基金　FILE

06

河川基金は、川づくり団体「NPO 法人 山のない北

村の輝き」を応援しています。

川の一年を利活用した
河川環境保護事業
NPO 法人 山のない北村の輝き（北海道岩見沢市）

NPO 法人山のない北村の輝きでは、川の一年を利活用して、地域の活性化と河川環境の保全、緑化の推進を促す活動を行っ
ています。「旧美唄川を愛し、きれいにする集い」と題した河川清掃や「雪中植林＆雪中河川体験ツアー」を行うことで、
官民協働による流域づくりと国土保全に繋げることが出来るようになりました。また、真冬でも植樹が可能なバイオブロッ
ク工法（カミネッコン）による製作から植樹までの一連の作業を体験することにより、父母と子どもたちとのふれあいが
深まり、地域の人たちとの交流や地球温暖化対策（CO2 削減）への一つの行動として、川や川の環境に対する感心度を高
める効果が得られました。
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11 ヒダサンショウウオを守る、
ジュニア研究者の活躍
山県市立高富中学校（岐阜県）　生物部　　部長　三宅	遥香	さん　　顧問　福田	英治	さん

17 総合と教科とのクロスカリキュラムが、
深い学びに
東北町立甲地小学校（青森県）	 校長　工藤	克己	さん　　教頭　千葉	奈緒子	さん

　	 　	 教諭　松嶋	幸湖	さん　　教諭　澤目	路子	さん
小川原湖自然楽校（青森県）　　	 代表　相馬	孝	さん

23 御礼 ご寄付の御礼

23 紹介 河川基金ウェブサイトをご活用ください

24 紹介 河川財団が「紺綬褒章」公益団体として、
内閣府より認定

I N F O

表紙写真
「世界初！産卵行動の撮
影に成功」（高富中学校）

発行・編集
公益財団法人 
河川財団

04 平成 30 年度「河川基金」新規助成案件

07 平成 29 年度 川づくり団体全国事例発表会
初のポスターセッションを開催 - 活動の持続可能性や発展を目指して -

07 平成 29 年度 河川教育研究交流会
- 学校における河川教育と子供たちの変容 -

T O P I C S

14 「水辺のごみ見っけ！」
- 水辺のごみへの関心を高める活動 -
全国川ごみネットワーク（東京都）　　事務局　伊藤	浩子	さん

　河川基金だよりでは、様々な川づくり活動に取り組む皆さまにとって、その活動の参考となるよ
うな Good Practice についての情報発信と共有を目指していきます。
　今回は、河川基金を活用して全国各地で活動されている方々のなかで、下記の方々からその活動
の様子やメッセージをお聴きしました。 

I N D E X

河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

20 河川財団奨励賞受賞研究
- 河川環境中に存在する抗がん剤成分の環境動態に関する研究 -

大阪薬科大学大学院薬学研究科（大阪府）　助教　東	剛志	さん
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T O P I C S
河川財団ではこのたび、平成 30 年
度の河川基金助成事業の新規案件
として 228 件を採択決定しました。

平成 27 年 7 月に取りまとめられた
「今後の河川整備基金のあり方検討

委員会」の報告を受け、従来の「河
川整備基金」から名称を「河川基金」
と改めるとともに、その助成事業
の枠組みも一新しました。

この改革に伴い、平成 28 年度から
は助成対象者別に「研究者・研究
機関部門」、「川づくり団体部門」、

「学校部門」の 3 部門に再編してお
り、平成 30 年度の新規助成案件に
ついては 3 部門の合計で 361 件の
申請を頂きました。多くの方々か
ら助成申請を頂き、誠にありがと
うございました。

研究者・研究機関部門

平
成
30
年
度
「
河
川
基
金
」
の

新
規
助
成
案
件
を
採
択
決
定
し
ま
し
た

区分 採択数 合計
一般研究者・研究機関（うち社会・人文、文理融合系） 59（8）

82アウトリーチ活動・学術図書出版 7
若手研究者（35 歳以下） 11
ジュニア研究者 5

川づくり団体部門

区分 採択数 合計
川づくり団体 98 104新設川づくり団体 6

学校部門

区分 採択数 合計
幼稚園、保育所、認定こども園等 3 42小、中、高等学校、特別支援学校等 39

　

河
川
基
金
で
は
、
人
々
の
川
へ

の
理
解
が
深
ま
り
、
人
と
川
と
の

良
好
な
関
係
が
さ
ら
に
強
ま
る
よ

う
な
「
川
づ
く
り
」
に
貢
献
す
る

研
究
や
活
動
へ
の
支
援
を
め
ざ
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
新

規
採
択
さ
れ
た
案
件
の
中
か
ら
特

徴
的
な
も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
研
究
者
・
研
究
機
関

部
門
】

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
が
期
待
で

き
る
研
究
を
支
援

　
「
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
」

で
は
、研
究
の
目
的
や
成
果
が
「
川

づ
く
り
」
や
河
川
管
理
に
、
ど
の

よ
う
に
貢
献
し
活
用
さ
れ
る
と
期

待
さ
れ
る
か
を
重
視
し
て
助
成
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
全
体
で
82

件
を
新
規
採
択
し
ま
し
た
。

①
一
般
研
究
者
・
研
究
機
関

　

工
学
・
自
然
科
学
分
野
で
は
、

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
に
加
え
、

独
創
性
や
今
後
の
発
展
性
も
評
価

し
て
採
択
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

北
見
工
業
大
学 

渡
邊 

康
玄
教
授

の
「
節
腹
連
続
河
道
の
土
砂
動
態

の
解
明
」
は
、
節
腹
連
続
河
道
に

お
け
る
流
砂
特
性
に
着
目
し
た
独

創
的
研
究
で
あ
り
、
流
砂
管
理
と

と
も
に
河
川
環
境
の
管
理
に
も
有

用
な
知
見
を
提
供
で
き
る
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
学　

木
村 

伸
吾
教
授
の
「
河
川
規
模
の

相
違
が
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
回
遊
行

動
に
与
え
る
影
響
」
は
バ
イ
オ
テ

レ
メ
ト
リ
ー
と
安
定
同
位
体
比
分

析
か
ら
、
河
川
規
模
な
ど
が
ニ
ホ

ン
ウ
ナ
ギ
の
生
態
行
動
に
与
え
る

影
響
を
評
価
す
る
も
の
で
、
資
源

枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
同
種
の
再
生

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
河
岸
の

あ
り
方
に
示
唆
を
与
え
る
研
究
で

あ
る
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
科
学
・
人
文
科
学

等
の
研
究
や
文
理
融
合
系
の
研
究

に
も
幅
広
く
助
成
し
て
い
ま
す
。

採
択
事
例
と
し
て
は
、
山
口
大
学　

平成 30 年度
申請数　合計 361 件
採択数　合計 228 件

河川や流域に関係する調査・研究を行う、研究者や研究機関
への助成

河川や流域への理解を深めたり、健全な姿に変えるための活
動などを行う市民団体等（川づくり団体）への助成

学校教育現場で、河川・流域を通じて防災や環境等を学習する
河川教育に取組む、小・中・高校等への助成

【写真提供】土木研究所　自然共生研究センター

【写真提供】NPO 法人暮らし・つながる森里川海

【写真提供】大田区立嶺町小学校

T O P I C S
平成 30 年度「河川基金」新規助成案件

特
徴
的
・
独
創
的
な
案
件
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
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【
川
づ
く
り
団
体
部
門
】

将
来
に
向
か
っ
て
川
づ
く
り
活
動

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に

　
「
川
づ
く
り
団
体
部
門
」
で
は
、

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
が
期
待

で
き
る
か
、
自
ら
の
活
動
を
継
続

的
に
展
開
し
て
ゆ
く
た
め
に
資
金

確
保
や
後
継
者
育
成
が
行
わ
れ
て

い
る
か
、
と
い
っ
た
点
を
重
視
し

て
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

１
０
４
件
の
新
規
採
択
を
行
い
ま

し
た
。

①
川
づ
く
り
団
体

　
「
川
づ
く
り
団
体
」
で
は
、
河

川
に
関
す
る
広
報
・
普
及
活
動
や
、

川
を
利
用
し
た
教
育
活
動
、
河
川

環
境
の
保
全
活
動
な
ど
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
事
業
の

中
か
ら
河
川
教
育
な
ど
次
世
代
を

担
う
人
づ
く
り
の
活
動
の
事
例
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う

会
（
松
浦
ゆ
か
り
代
表
）
の
「
水

辺
が
賑
わ
う
た
め
の
『
河
川
教
育

モ
デ
ル
校
』
へ
向
け
た
準
備
活
動
」

は
、
官
・
民
・
学
が
共
同
体
制
で

地
域
の
小
学
校
に
子
ど
も
の
水
辺

へ
の
安
全
・
防
災
・
水
生
生
物
調

査
等
の
出
前
講
座
を
行
い
河
川
教

育
モ
デ
ル
校
を
目
指
し
つ
つ
、
河

川
の
賑
わ
い
を
地
域
に
広
げ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ-

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
生
涯
学

習
研
究
所
（
小
林
由
紀
子
代

表
理
事
）
の
「
川
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
～
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
取
り
組

む
「
川
の
学
び
方
」
～
」
は
、
持

続
可
能
な
川
づ
く
り
を
考
え
る

た
め
、
学
校
の
授
業
あ
る
い
は
公

民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
に
お
い

て
、
自
然
や
川
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
や
考
え
る
場
を
設
け
る
な
ど

の
「
川
の
学
び
方
」
を
伝
え
る
活

動
を
行
い
ま
す
。

②
新
設
川
づ
く
り
団
体

　

設
立
か
ら
５
年
以
内
の
新
し
い

川
づ
く
り
団
体
を
対
象
に
、
団
体

の
活
動
が
、
円
滑
に
軌
道
に
乗
る

よ
う
支
援
を
し
ま
す
。
今
年
度
は
、

宇
部
市
内
を
流
れ
る
真
締
川
に
お

い
て
水
辺
の
新
し
い
活
用
方
法
を

創
造
し
、
新
し
い
人
の
流
れ
と
賑

わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し

た
「
真
締
川
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
山
田
節
子
同
実
行

委
員
会
委
員
長
）」
や
、
琵
琶
湖

瀬
田
川
に
お
い
て
、
釣
り
を
通
じ

て
水
辺
に
親
し
む
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
清
掃
活
動
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
着
用
、
マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び

か
け
を
行
う
淡
海
を
守
る
釣
り
人

の
会
（
津
熊
操
代
表
）
の
「
釣

り
人
に
よ
る
清
掃
活
動
」
な
ど
、

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、
プ

ラ
ナ
リ
ア
の
分
布
を
在
来
種
と
外

来
種
に
区
別
し
水
質
と
の
関
係
を

調
査
す
る
も
の
で
、
研
究
の
意
義

や
河
川
環
境
へ
の
問
題
意
識
を
持

ち
や
す
く
、
生
徒
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
い
計
画
と
な
っ
て
い
る
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

④
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

　
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」
で
は
、

一
般
市
民
の
方
々
が
川
に
関
す
る

研
究
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
研
究
者
等
が
実
施
す
る
公

開
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
出
前
授
業
と
い
っ

た
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
採
択

し
て
い
ま
す
。
事
例
と
し
て
は
、

グ
リ
ー
ン
・
ヒ
ル
ズ
小
学
校　

山

岸
哲
前
校
長
（
山
階
鳥
類
研
究

所
名
誉
顧
問
）
の
「
グ
リ
ー
ン
・

ヒ
ル
ズ
親
子
自
然
教
室
」
や
、
北

海
道
大
学
大
学
院　

田
中
岳
助

教
の
「
共
生
社
会
に
お
け
る
『
や

さ
し
い
』
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
小
学
校
児
童
に
対
す
る
防
災

教
育
の
実
践
」
が
あ
り
ま
す
。

T O P I C S
平成 30 年度「河川基金」新規助成案件

鈴
木
素
之
教
授
の
「
佐
波
川
沿
い

の
近
年
の
土
砂
・
水
災
害
発
生
箇

所
と
遺
跡
分
布
の
位
置
関
係
か
ら

み
た
旧
集
落
立
地
選
定
条
件
と
先

人
の
防
災
意
識
」
が
、
災
害
史
と

集
落
立
地
の
関
係
を
歴
史
的
に
調

査
し
、
災
害
と
社
会
の
あ
り
方
を

学
ぶ
有
用
な
研
究
で
あ
る
と
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

②
若
手
研
究
者

　

研
究
経
験
の
少
な
い
若
手
研
究

者
が
、研
究
者
と
し
て
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
れ
る
よ
う
に
、
優
先
的
に

助
成
を
行
い
ま
す
。
採
択
事
例
と

し
て
は
、
京
都
大
学
生
態
学
研
究

セ
ン
タ
ー　

宇
野
裕
美
特
定
准

教
授
の
「
氾
濫
原
に
お
け
る
稚
魚

成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

稚
魚
の
成
育
場
所
と
し
て
氾
濫
原

が
も
つ
機
能
を
評
価
す
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し

た
。

③
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者

　

ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者
へ
の
助
成
で

は
、
未
来
を
担
う
中
学
生
・
高
校

生
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
採
択
事
例
と
し
て
は
、
佐

野
日
本
大
学
高
等
学
校
の
「
在
来

種
と
外
来
種
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
分

布
と
河
川
水
質
の
関
係
の
解
析
」

河川基金だより38号（4月発行）案.indd   5 2018/04/17   11:46:05



66

【事務局の連絡先】
公益財団法人河川財団  基金事業部
TEL 03-5847-8303
FAX 03-5847-8309
URL：http://www.kasen.or.jp/kikin/
問合せ先：kikin-toi @kasen.or.jp

【助成事業者の皆様に、事務局からのお願い】

河川基金の名称・ロゴマークの表示

　河川基金の助成により実施された研究や活動は、各
種印刷物やイベント会場の看板などに「河川基金の助
成を受けている」旨とロゴマークの掲示を行うようお
願いします。

　助成事業について何かご不明な点がございました
ら、いつでも事務局へお問合せください。

計
６
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
川
づ
く
り
団
体
が
各
地

で
開
催
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
は
、河
川
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
助
成
事
業
者
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
や
お
近
く

の
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
学
校
部
門
】

「
河
川
教
育
」
に
よ
っ
て
生
き
る
力

に
必
要
な
感
性
を
育
み
理
性
を
培

う
こ
と
が
期
待

　

身
近
な「
水
」や「
川
」を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
利
活
用
す
る
と
と
も

に
、
関
連
す
る
様
々
な
事
象
を

テ
ー
マ
と
し
た
学
習
は
、
子
ど
も

た
ち
の
身
近
な
自
然
環
境
の
す
ば

ら
し
さ
や
不
思
議
さ
な
ど
へ
の
気

付
き
か
ら
探
究
活
動
へ
と
促
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
生
き
る
力
に
必

要
な
感
性
を
育
み
理
性
を
培
う
こ

と
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど

の
場
に
お
い
て
、「
水
」
や
「
川
」

を
題
材
と
し
た
学
習
を
行
っ
て
ゆ

く
取
り
組
み
の
こ
と
を
「
河
川
教

育
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
学
校

部
門
」
で
は
、
こ
の
河
川
教
育
を

学
校
教
育
の
現
場
に
採
り
あ
げ
、

教
育
計
画
の
策
定
・
実
践
な
ど
を

行
う
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
計
42
件
を
採
択
し
ま

し
た
。

①
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等

　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等
へ
の
助
成
で
は
、
川
の
神

秘
さ
や
雄
大
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
を
目
指
す
学
校
法
人

ろ
り
ぽ
っ
ぷ
学
園
ろ
り
ぽ
っ
ぷ
幼

稚
園
・
保
育
園
の
「
川
と
触
れ
合

い
、
自
然
・
命
の
不
思
議
さ
を
感

じ
る
事
業
」
な
ど
計
３
件
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

②
小
、
中
、
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
等

　

子
ど
も
の
発
達
段
階
や
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
、
河
川
教
育
へ
の

様
々
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

採
択
事
例
と
し
て
は
、
年
間

を
通
し
た
河
川
の
自
然
学
習
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心

を
引
き
出
し
、
自
然
に
対
す
る
豊

か
な
感
性
を
育
む
こ
と
を
目
指
す

調
布
市
立
国
領
小
学
校
の
「
野
川

探
検
隊
」
や
、
体
験
活
動
を
通
し

て
自
分
と
の
関
わ
り
を
明
確
に
し

た
課
題
を
見
つ
け
、
調
べ
る
方
法

を
考
え
追
求
す
る
活
動
を
行
う
京

都
市
立
池
田
小
学
校
の
「
ふ
る
さ

と
の
川
山
科
川
を
見
つ
め
て
」
な

ど
、
34
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
新

た
な
区
分
と
し
て
「
河
川
教
育
と

り
く
み
支
援
」
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
翌
年
度
に
河
川
教
育
を
実
践

す
る
た
め
の
河
川
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
を
目
指
す
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に

お
い
て
は
、
河
川
や
水
辺
で
の
体

験
活
動
の
授
業
を
試
行
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
は
５

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
30
年
度
に
新
た

に
助
成
採
択
さ
れ
た
研
究
や
活
動

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
川
基
金

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
採
択
一
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
助
成
事
業
者
の
方
々

を
は
じ
め
、
幅
広
く
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
河
川
基
金
助

成
事
業
が
多
く
の
方
々
に
活
用
さ

れ
、
人
々
の
河
川
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
人
と
川
と
の
良
好
な
関
係

が
築
か
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

T O P I C S
平成 30 年度「河川基金」新規助成案件

河川基金だより38号（4月発行）案.indd   6 2018/04/17   11:46:07



77

働
す
る
手
づ
く
り
の
自
然
再
生
活

動
を
「
小
さ
な
自
然
再
生
」
と
し

て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
川
づ
く
り
を
通
し
て
、

地
域
の
人
づ
く
り
や
人
材
育
成
な

ど
が
な
さ
れ
、
そ
の
波
及
効
果
は

非
常
に
高
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
全
国
普
及
で
き
る

よ
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
の
強
み

　

１
９
９
１
年
に
13
団
体
で
ス

タ
ー
ト
し
、
２
０
０
３
年
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
た
鶴
見
川
流
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
小
学
校
へ

の
河
川
環
境
・
防
災
学
習
支
援
の

発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
初
年
度

は
８
２
５
名
だ
っ
た
支
援
学
習
実

績
も
２
０
１
４
年
に
は
七
千
人
を

超
え
、
受
け
入
れ
限
界
に
な
る
程

大
き
く
成
長
し
た
川
づ
く
り
団
体

さ
ん
で
す
。野
外
学
習
や
ビ
オ
ト
ー

プ
学
習
の
活
動
報
告
の
他
に
川
づ

く
り
団
体
の
キ
ー
と
な
る
「
学
校

と
の
連
携
」
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

豊
富
な
活
動
報
告
は
今
後
の
活

動
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

初
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
直

接
活
動
の
詳
細
を
聞
け
る
こ
と
は

　

平
成
30
年
１
月
28
日
東
京
大
学

小
柴
ホ
ー
ル
に
て
、
川
づ
く
り
団

体
全
国
事
例
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
発
表
会
で
は
、
平
成

28
年
度
に
河
川
基
金
に
よ
る
助
成

研
究
を
完
了
し
た
助
成
団
体
か
ら

特
に
優
れ
た
活
動
を
さ
れ
た
助
成

事
業
者
６
名
よ
り
口
頭
発
表
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
多
く
の
川
づ
く

り
団
体
さ
ん
の
課
題
で
あ
る
「
メ

ン
バ
ー
の
高
齢
化
」
や
「
参
加
者

集
め
の
秘
訣
」
な
ど
に
つ
い
て
情

報
交
換
が
な
さ
れ
有
意
義
な
時
間

に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
川
づ
く
り
団
体
の
発

表
会
で
は
初
の
試
み
で
あ
る
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
発
表
を
開
催
。
上

位
20
団
体
の
皆
様
に
前
半
後
半
に

分
か
れ
て
発
表
を
行
う
な
ど
、
全

国
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換
の
場
が

実
現
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
平
成

29
年
度
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
助

成
者
の
中
か
ら
、
他
の
団
体
の
参

考
と
な
る
優
れ
た
活
動
を
さ
れ
た

10
団
体
の
皆
様
へ
優
秀
成
果
表
彰

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
河
川
・
流
域
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
人
づ
く
り

　

日
本
河
川
・
流
域
再
生
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
み
ん
な
で
発
案
・
協

T O P I C S

平成 29 年度 川づくり団体全国事例発表会
初のポスターセッションを開催 - 活動の持続可能性や発展を目指して -

初となるポスターセッションを開催し、多くの川づくり団体さんの課題である「メンバーの高齢化」や「参加者集めの秘訣」
などについて情報交換がなされた（平成 29 年度　川づくり団体全国事例発表会）

T O P I C S
平成 30 年度「河川基金」新規助成案件
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平成 29 年度 河川教育研究交流会
- 学校における河川教育と子供たちの変容 -

1

2

平成 29 年度 川づくり団体全国事例発表会　優秀成果賞　一覧　（順不同、敬称略）

1優秀成果賞に選ばれた団体による口頭発表の様子
2平成 29 年度 川づくり団体全国事例発表会 表彰式

所属機関名 代表者 助成事業名

彩の川研究会 会長　新井 勲 「我が町の災害アーカイブス」

次世代のためにがんばろ会 代表　松浦 ゆかり 子どもが主役！楽しい球磨川体験活動

ＮＰＯ法人　暮らし・つながる森里川海 理事長　臼井 勝之 馬入水辺の楽校及び地域の自然環境の保全と環境教育活動の推進

麻機ウェットランドクラブ 代表　石上 恭平 多様性のある湿地環境の再生と、子どもたちの自然体験活動の推進

ＮＰＯ法人鶴見川流域ネットワーキング 代表理事　岸 由二 鶴見川流域での小学校等への河川環境・防災学習支援ならびに機材貸し出し事業

しまね体験活動支援センター 理事長　青木 充之 斐伊川・神戸川子どもシンポジュウム＆流域環境マップづくりⅩ

ふくおかの川と水の会 会長　田村 延行 福岡県東部３河川（今川・祓川・長峡川）を中心とした流域の資産マップ

日本河川・流域再生ネットワーク 代表理事　土屋 信行 「水辺の小さな自然再生」現地研修会による川づくり人材育成

全国川ごみネットワーク 座長　亀山 久雄 川ごみ問題解決に向けた全国活動展開

福生水辺の楽校運営協議会 会長　野中 洋 福生市内小中学校における多摩川の総合学習支援

平成 30 年度「川づくり団体全国事例発表会」
開催のお知らせ

平成 30 年度 川づくり団体全国事例発表会
人々の河川や流域への理解を深めたり、
川を健全な姿に変えるための活動などを
行う市民団体等（川づくり団体）の助成
事業の成果発表等を行います。

開催日　2019 年 1 月 27 日（日）
場所　　東京大学　小柴ホール
参加費　無料

平成 29年度河川基金助成事業を終えた川づく
り団体部門発表会を開催予定です。是非多く
の皆さまにご参加いただき、活用していただ
ければと存じます。

平成 28年度に完了した河川基金助成研究のうち、優秀な成果を表彰するもの。
今年は 10名の受賞者が表彰されました。

勿
論
で
す
が
、
全
国
で
活
動
さ

れ
る
川
づ
く
り
団
体
さ
ん
と
交

流
す
る
中
で
沢
山
の
刺
激
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
ア
イ
デ

ア
や
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
よ
う

で
し
た
。
ま
た
、「
皆
様
か
ら
活

動
へ
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
次
へ
の
活
力
に
な
り
ま
し

た
。」
と
の
嬉
し
い
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　

来
年
度
は
さ
ら
に
皆
様
の
活

動
の
輪
を
広
げ
る
お
手
伝
い
が

出
来
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
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長
森
南
中
学
校-

学
び
の
発
展-

岐
阜
市
立
長
森
南
中
学
校
の
発

表
で
は
、
環
境
学
習
を
通
し
て
身

近
な
川
や
水
生
生
物
へ
興
味
を
持

ち
始
め
る
こ
と
や
、
そ
の
学
び
を

活
か
し
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
探

求
し
て
い
く
生
徒
た
ち
の
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
３
学
期
に
は

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
へ
と
学

習
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

午
後
に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
か

ら
高
等
学
校
ま
で
の
幅
広
い
活
動

に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

　

平
成
30
年
１
月
27
日
東
京
大

学
小
柴
ホ
ー
ル
に
て
、
河
川
教

育
研
究
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
発
表
会
で
は
、
平
成
28
年

度
に
河
川
基
金
に
よ
る
助
成
研
究

を
完
了
し
た
助
成
校
の
中
か
ら
優

れ
た
活
動
を
さ
れ
た
助
成
者
６
名

に
口
頭
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
関
西
福
祉
大
学

教
授

金
沢
緑
先
生
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
６
名
の
パ
ネ

ラ
ー
と
共
に
活
動
の
創
意
工
夫
や

成
果
に
つ
い
て
話
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
口
頭
発
表
は
、
幼
稚

園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
幅
広
い
子

ど
も
た
ち
へ
の
学
習
活
動
に
つ
い
て

発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ろ
り
ぽ
っ
ぷ
幼
稚
園
の
感
動
体
験

学
校
法
人
ろ
り
ぽ
っ
ぷ
学
園
ろ

り
ぽ
っ
ぷ
幼
稚
園
の
発
表
で
は
、

幼
少
期
か
ら
自
然
と
触
れ
合
う
こ

と
で
、
好
奇
心
が
高
ま
り
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
姿
勢
が
意
欲
的
に

な
る
こ
と
や
、
生
き
物
に
触
れ
合

う
こ
と
で
思
い
や
り
の
心
が
育
ま

れ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
幼
少
期
の
感
動
体
験
は
子
ど

も
た
ち
の
生
き
る
力
を
高
め
て
く

れ
ま
す
。

T O P I C S

平成 29 年度 河川教育研究交流会
- 学校における河川教育と子供たちの変容 -

平成 29 年度　河川教育研究交流会　パネルディスカッション　意見交換の様子

平成 29 年度 河川教育研究交流会 表彰式
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1

2

平成 29 年度 河川教育研究交流会　優秀成果賞　一覧　（順不同、敬称略）

1優秀成果賞に選ばれた助成者による口頭発表の様子
2河川教育に取り組んでいる学校によるポスターセッションの様子

所属機関名 助成事業名

北九州市立すがお小学校 紫川とふれあい、紫川に学び、紫川を大切にする心情をはぐくむ総合的な学習の時間の推進

江田島市立切串小学校 「切串の自然とともに生きよう」～長谷川・学校林・瀬戸内海から学ぶ～

学校法人　津田学園小学校 身近な川とのかかわり方を学ぶ～嘉例川の調査を通して～

益田市立吉田小学校 発見！探検！高津川＆益田川2016

岐阜市立長森南中学校 川（水）の環境学習～身近な水と生き物から考える～

京都市立池田小学校 ふるさとの川　山科川を見つめて

奈良県立御所実業高等学校 川と薬のコラボ商品開発

学校法人ろりぽっぷ学園ろりぽっぷ幼稚園 川に親しみ、川の生き物と触れ合うことで、自然の神秘さを感じる事業

学校法人　聖ウルスラ学院英智小・中学校 広瀬川となかよくなろう

邑楽町立中野東小学校 「自然と人間」　①足尾の今を見つめて　②渡良瀬遊水地の自然から

学校法人大阪初芝学園はつしば学園小学校 我が町の里池「狭山池ダム」を科学する 　- 児童一人ひとりがもつ環境のものさし -

東北町立甲地小学校 「水のふるさと探検隊」　「土場川生き物調査隊」

京都市立伏見工業高等学校 京都市内のホタルが飛遊する河川の水辺環境調査

平成 30 年度「河川教育研究交流会」開催のお知らせ

平成 30 年度　河川教育研究交流会
学校教育の現場において、河川・流
域を通じて防災や環境等を学習する
“河川教育” に取組む小・中学校等
の助成事業の成果発表を行います。

開催日　2019 年 1 月 26 日（土）
場所　　東京大学　小柴ホール
参加費　無料

平成 29年度河川基金助成事業を終えた学校部門
発表会を開催予定です。
是非多くの皆さまにご参加いただき、活用してい
ただければと存じます。

平成 28年度に完了した河川基金助成研究のうち、優秀な成果を表彰するもの。
今年は 13名の受賞者が表彰されました。

行
わ
れ
、
来
場
者
か
ら
は

直
接
話
を
伺
え
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
と
の
お
声
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
東
京
学
芸
大
学

准
教
授
吉
冨
友
恭
先
生

よ
り
全
体
の
ご
講
評
を
い

た
だ
き
大
変
実
り
あ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
ご
来

場
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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I N T E R V I E W

専
門
家
も
称
賛
！

世
界
初
の
産
卵
行
動
の
撮
影
に
成
功

　

昨
年
、
河
川
基
金
研
究
成
果
発
表
会

研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
ジ
ュ
ニ
ア
研
究

者
の
中
か
ら
優
秀
成
果
賞
を
受
賞
し
た
の

は
岐
阜
県
山
県
市
に
あ
る
高
富
中
学
校

生
物
部
。

　

河
川
基
金
事
業
名
は
「
守
れ
！
ふ
る
さ

と
の
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」。

　

こ
の
研
究
は
、
地
元
の
鳥
羽
川
上
流

に
生
息
す
る
準
絶
滅
危
惧
種
の
ヒ
ダ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
を
解
明
す
る
活
動
で

す
。
渓
流
に
生
息
す
る
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
生
態
を
は
じ
め
産
卵
行
動
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
専
門
家
の
中
で
も
未
知

の
領
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高
富
中
学
校
生
物
部
は
、
創
部
当
初

か
ら
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
研
究

に
取
組
み
、
わ
ず
か
５
年
で
日
本
学
生

科
学
賞
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」、
日
本
生

態
学
会
札
幌
大
会
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
部
門

「
最
優
秀
賞
」、
全
国
野
生
生
物
保
護
実

績
発
表
大
会
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
な

ど
数
々
の
賞
を
受
賞
。
大
活
躍
ま
で
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
の
出
会
い

　

活
動
拠
点
で
あ
る
理
科
室
を
訪
問
す
る

河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

ヒダサンショウウオを守る、
ジュニア研究者の活躍
山県市立高富中学校　生物部　　部長　三宅 遙香 さん　　顧問　福田 英治 さん

世界初！産卵行動の撮影に成功
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高富中学校生物部　活動の成果

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
生
で
し
た
。

　

ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
岐
阜
県
で
発

見
さ
れ
た
日
本
固
有
種
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
で
す
。
人
里
離
れ
た
源
流
部
の
渓
流
に

生
息
し
て
い
る
た
め
、
観
測
も
難
し
く
当

時
は
研
究
も
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
こ
で
高
富
中
学
校
生
物
部
で
は
、
当

初
か
ら
謎
が
多
い
と
さ
れ
て
い
た
ヒ
ダ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
や
産
卵
行
動
の
解

明
を
し
よ
う
と
の
目
標
を
掲
げ
、
研
究
を

始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

産
卵
時
、
流
れ
の
強
い
所
を
避
け
石
の
下

な
ど
で
産
卵
す
る
た
め
、
観
察
は
非
常
に

難
し
く
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
飼
育
に
挑
戦

　

生
息
地
が
渓
流
の
た
め
撮
影
は
危
険
も

伴
い
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
飼
育
し

て
撮
影
に
挑
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
飼
育
に
は
常
に
低
温
水
の
流
れ
が
必

要
。
生
餌
し
か
食
べ
な
い
こ
と
も
飼
育
を

難
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

理
科
室
に
流
水
を
作
り
、
砂
利
と
レ
ン

ガ
を
入
れ
て
産
卵
水
槽
を
作
り
赤
外
線
カ

メ
ラ
を
導
入
し
て
撮
影
に
も
試
み
ま
し
た

が
最
初
は
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

産
卵
行
動
の
映
像
を
撮
る
に
は
ヒ
ダ
サ
ン

と
生
物
部
顧
問
の
福
田
英
治
先
生
と
部
長

の
三
宅
遥
香
さ
ん
（
３
年
生
）
が
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
奥
に
は
中
古
の
冷
蔵
庫
を

再
利
用
す
る
な
ど
、
お
手
製
の
ヒ
ダ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
飼
育
施
設
が
あ
り
、
部
屋

や
廊
下
の
壁
に
は
び
っ
し
り
と
観
察
・
調

査
し
た
草
花
や
生
物
が
整
理
さ
れ
ポ
ス

タ
ー
に
ま
と
め
て
張
り
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
、
地
元
の
自
然
を
調
べ
て
み

た
い
と
の
思
い
か
ら
生
物
部
を
創
設
し
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
将
来
、
誰
か
が
こ

の
地
を
調
査
し
た
時
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ

と
比
較
出
来
れ
ば
い
い
な
と
い
う
の
も
私

の
夢
で
し
た
。創
部
当
初
は
部
員
33
名（
男

子:

８
名
、
女
子:

25
名
）
と
多
く
の
生

徒
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

活
動
は
毎
朝
と
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

放
課
後
で
す
。土
日
は
野
外
活
動
を
行
い
、

花
、
魚
、
水
生
生
物
、
微
生
物
、
昆
虫

の
写
真
班
と
、
捕
獲
班
等
い
く
つ
も
の
班

に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

胴
長
を
着
た
数
十
人
の
中
学
生
が
川

で
調
査
す
る
光
景
は
、
地
元
で
は
ち
ょ
っ

と
し
た
話
題
に
も
な
り
ま
し
た
。
昔
、
鳥

羽
川
の
上
流
は
地
域
の
貴
重
な
水
源
地

と
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
年
に
一
度
砂
出
し

（
清
掃
）
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、

川
へ
行
く
と
年
配
の
方
か
ら
「
上
流
に
足

の
生
え
た
魚
が
お
る
か
ら
い
っ
て
み
や
ー
」

と
言
わ
れ
、
上
流
へ
行
く
と
そ
れ
は
ヒ
ダ

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
を
も
っ
と
知
る
必
要

が
あ
る
…
そ
う
思
い
知
ら
さ
れ
、
本
腰
を

入
れ
て
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
三
年
間

毎
週
土
曜
日
は
山
に
入
り
、幼
生
や
成
体
、

卵
の
う
、
越
冬
幼
生
に
つ
い
て
徹
底
的
に

調
べ
ま
し
た
。
生
態
調
査
と
同
時
に
産
卵

水
槽
開
発
も
日
々
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。

野
外
活
動
場
所
は
長
靴
を
履
い
て
渓
流
を

登
る
等
、
岩
か
ら
滑
っ
て
落
ち
る
等
の
危

険
が
伴
い
ま
す
。
怪
我
な
く
無
事
に
活
動

出
来
る
よ
う
、
安
全
管
理
に
は
特
に
配
慮

し
ま
し
た
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ヤ
マ
ビ
ル
に
血

を
吸
わ
れ
な
が
ら
の
活
動
。
冬
の
時
期
は

雪
の
中
、
水
の
冷
た
さ
と
の
戦
い
で
大
変

で
し
た
。
研
究
を
重
ね
な
が
ら
河
川
基
金

よ
り
得
た
資
金
で
産
卵
水
槽
の
開
発
と
ビ

デ
オ
を
購
入
し
、
研
究
を
開
始
し
て
か
ら

４
年
目
、
つ
い
に
世
界
初
の
産
卵
行
動
の

撮
影
に
成
功
し
ま
し
た
。

活
動
を
続
け
る
秘
訣

　

部
活
動
に
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
仲
間
と
協
力
し

自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。

　
一
つ
目
は
野
外
活
動
を
中
心
に
進
め
、

野
外
調
査
が
好
き
な
生
徒
を
育
て
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
た
。
年
間
80
回
を
超
え
る

野
外
調
査
を
４
年
間
続
け
て
き
ま
し
た

ヒダサンショウウオを守る、ジュニア研究者の活躍

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

2018.3.17	第 65 回日本生態学会札幌大会高校生ポスター部門「最優秀賞」受賞
2017.12.24　第 61回日本学生科学賞「文部科学大臣賞」受賞
2017.9.23	　日本動物学会第 88回富山大会高校生ポスター部門「優秀賞」受賞
2017.7.27	　平成 29年度河川基金研究成果発表会「優秀成果賞」
2017.3.18	　環境省こどもホタレンジャー 2016「審査員特別賞」
2017.3.18	　第 64回日本生態学会東京大会高校生ポスター部門「優秀賞」受賞
2016.11.24		第 51 回全国野生生物保護実績発表大会「文部科学大臣賞」受賞
2015.3.29　こどもエコクラブ全国フェスティバル2015「エコクラブ大賞」受賞

ヒダサンショウウオを守る、ジュニア研究者の活躍

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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ヒダサンショウウオを守る、ジュニア研究者の活躍

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

た
ち
は
毎
回
、
学
会
で
貴
重
な
経
験
を
積

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
活
動
も
多
く
の
方
々
か
ら
支
え

ら
れ
ま
し
た
。
顧
問
の
私
の
専
門
は
「
化

学
」。
希
少
生
物
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
岐
阜
高
校
の
高

木
先
生
や
岐
阜
大
学
の
先
生
方
な
ど
、
実

に
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
。
見
澤
先
生
は
岐
阜
ま
で
い
ら
し
て
指

導
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
時
に

は
生
徒
と
山
へ
入
り
、
研
究
活
動
を
共
に

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
子
ど
も
た
ち
は

大
き
く
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
研
究

者
た
ち
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
様
へ
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
こ
の
生
物
部
は
顧
問
の
福
田

先
生
の
退
職
に
よ
り
廃
部
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
生
物
部
を
巣
立
っ
た
三
宅
さ

ん
を
は
じ
め
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
各
学

校
で
研
究
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

が
、
生
徒
は
中
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
の

夏
休
み
の
間
に
２
０
０
回
を
超
え
る
野
外

調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

山
に
入
る
こ
と
が
好
き
な
生
徒
し
か
続
か

な
い
活
動
で
す
。

　

二
つ
目
は
外
部
の
大
学
や
水
族
館
等
の

関
係
機
関
を
訪
ね
、
学
び
の
場
を
作
る
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
岐
阜
大
学
を
は
じ
め
世

界
淡
水
魚
園
水
族
館
ア
ク
ア・
ト
ト
ぎ
ふ
、

岐
阜
高
校
自
然
科
学
部
生
物
班
な
ど
多

く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
元
、
訪
問
学
習
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

も
毎
回
、
訪
問
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

生
徒
を
成
長
さ
せ
た
学
会
参
加

　

昨
年
の
夏
休
み
８
月
24
日
、
ミ
カ
ワ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
名
付
け
ら
れ
た
新
種
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
し
た
の
は
日
本

爬
虫
両
棲
類
学
会
で
ご
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
京
都
大
学
名
誉
教
授　

松
井
正
文

先
生
と
見
澤
康
充
先
生
で
し
た
。
先
生
方

と
の
出
会
い
は
３
年
前
の
学
会
の
場
。
松

井
先
生
は
私
た
ち
の
発
表
を
途
中
で
止

め
、
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
た
と
え
中
学
生
で
あ
っ
て
も
一
研
究

者
と
し
て
の
扱
い
を
さ
れ
た
と
い
っ
た
感

じ
で
し
た
。
先
生
か
ら
の
指
摘
に
つ
い
て

ど
う
説
明
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
プ
レ

ゼ
ン
す
れ
ば
相
手
に
伝
わ
る
の
か
、
生
徒

ヒダサンショウウオを守る、ジュニア研究者の活躍

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

（写真左）
三宅 遥香　Haruka	MIYAKE
山県市立高富中学校 生物部 部長

（写真右）
福田 英治　Eiji	FUKUTA
山県市立高富中学校 生物部 顧問（教諭）
環境カウンセラー、自然観察指導員
山県市環境審議委員、岐阜市自然環境アドバイザー

1987年 4月～1990年 3月　文部省（現：文部科学省）在外教育施設派遣
教員として、ブラジル国ベロ・オリゾンテ日本人学校へ赴任、3年間でジャ
ングルに200回以上通い、約2000頭のチョウを集める。
また、岐阜県環境教育研究会の主務者を務めながら体験型環境学習に取り
組み、財団法人　河川環境管理財団（現：公益法人　河川財団）が企画・
編集した「川を活かした体験学習プログラム（東京書籍）」にも執筆している。

生物部活動新聞

ヒダサンショウウオの卵のう
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ひ
と
つ
の
河
川
で
は
解
決
が
困
難
な
こ
と

で
も
、
全
国
の
多
く
の
河
川
と
手
を
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
力
と
し
、
川
ご

み
問
題
の
根
本
解
決
を
推
進
し
よ
う
と

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、「
川
ご
み

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、
川
ご
み
問
題

に
関
し
て
様
々
な
セ
ク
タ
ー
で
連
携
し

そ
の
解
決
に
向
け
た
意
見
交
換
の
場
を

つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、「
全
国
水
辺

の
ご
み
調
査
（
水
辺
の
ご
み
見
っ
け
！
）」

を
主
催
し
、
よ
り
多
く
の
方
が
水
辺
の

ご
み
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

「水辺のごみ見っけ！」- 水辺のごみへの関心を高める活動 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

「
水
辺
の
ご
み
見
っ
け
！
」

-

水
辺
の
ご
み
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動-

全
国
川
ご
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
東
京
都
）

事
務
局　

伊
藤 

浩
子 

さ
ん

地域の中学生と取り組む川ごみ拾い（越後新川まちおこしの会主催）

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら

全
国
の
川
ご
み
調
査

「
水
辺
の
ご
み
見
っ
け
！
」

　

川
ご
み
の
問
題
は
、
多
く
の
川
で

抱
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
近
な

生
活
と
密
接
に
関
わ
る
ご
み
が
、
川

や
海
の
生
態
系
や
環
境
へ
の
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
河
川

で
ご
み
拾
い
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ご
み
を
拾
う
だ
け
で
は
こ
の
問
題
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
川
ご
み
問
題
の
解
決
に

向
け
た
情
報
交
換
や
協
働
に
よ
っ
て
、

川
の
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い
ま
す
。

河口近くに集まった川ごみの様子
（提供：NPO 法人荒川クリーンエイド・

フォーラム）
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「水辺のごみ見っけ！」- 水辺のごみへの関心を高める活動 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

し
て
も
ご
み
が
あ
ま
り
減
ら
な
い
こ
と
が

気
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ご
み
を
根
本
か
ら
減
ら
す
こ
と
を

考
え
な
い
と
、
川
ご
み
の
問
題
は
解
決
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
？　

い
つ
ま
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
拾
っ
て
い
る
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
？　

と
、

次
第
に
ご
み
削
減
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
ま

し
た
。
回
収
し
た
ご
み
の
結
果
を
企
業

の
担
当
者
さ
ん
に
持
っ
て
い
っ
て
も
、「
荒

川
の
問
題
」
と
し
て
し
か
認
識
い
た
だ
け

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
荒
川
の
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に
も
、
全
国
的
な
課
題
と

し
て
向
き
合
い
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
、

全
国
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
る
動
機

と
な
り
ま
し
た
。

川
ご
み
問
題
は
近
く
に
あ
る
「
全
国
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

　

全
国
に
向
け
た
活
動
を
し
て
良
か
っ
た

と
思
う
こ
と
は
、「
全
国
」
と
名
乗
る
こ

と
で
、
川
ご
み
に
つ
い
て
、
説
明
や
紹
介

を
す
る
機
会
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
遠
く
に
あ
る
「
荒
川
」
の

問
題
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
近
く
に

あ
る
「
全
国
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
川
で
の
問

題
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
や
す
く
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
水
辺
の
ご
み
調
査
で
は
、
こ
れ

ま
で
水
辺
で
水
質
調
査
だ
け
を
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
、
ご
み

調
査
を
す
る
こ
と
で
ご
み
に
も
目
を
向
け

「
お
菓
子
の
袋
な
ど
が
多
か
っ
た
」「
草

む
ら
の
下
に
ご
み
が
多
か
っ
た
」
な
ど
の

報
告
を
い
く
つ
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
川

の
ご
み
に
も
関
心
を
持
つ
人
が
徐
々
に

増
え
て
い
る
こ
と
が
良
か
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

川
ご
み
問
題
の
情
報
発
信
と
川
で
の
活

動
団
体
と
の
連
携

　

川
や
海
の
ご
み
問
題
は
一
般
的
に
は
ま

だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
川
で
活

動
さ
れ
て
い
る
団
体
さ
ん
で
す
ら
、
川

ご
み
問
題
の
解
決
を
諦
め
ら
れ
て
い
る
方

も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
ご
み
問
題
解
決
に

向
け
た
啓
発
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
感

じ
ま
す
。

　

ま
た
、
海
を
漂
う
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
新
た
な
環
境
問
題
と
し
て
国

際
的
に
注
目
さ
れ
、
海
外
で
は
そ
の
対

子
ど
も
た
ち
と
川
ご
み
拾
い
か
ら
、

全
国
水
辺
の
ご
み
調
査
へ

　

始
ま
り
は
、
荒
川
の
レ
ポ
ー
ト
を
書

く
機
会
が
あ
り
、
小
学
生
だ
っ
た
子
ど

も
と
一
緒
に
荒
川
に
出
か
け
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
で

す
。
最
初
は
参
加
者
の
一
人
と
し
て
ご

み
拾
い
活
動
に
出
か
け
ま
し
た
が
、
せ
っ

か
く
な
ら
自
宅
の
近
く
の
荒
川
河
川
敷

の
ご
み
拾
い
を
し
た
い
と
思
い
、
子
ど
も

の
友
達
を
誘
っ
て
近
所
で
河
川
敷
清
掃

を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
お
世
話
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
荒
川
ク

リ
ー
ン
エ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
係
わ
る

な
か
で
、
ご
み
拾
い
活
動
の
普
及
、
特

に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む
企
業
と
の
連
携

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
団
体
・

多
く
の
人
た
ち
が
川
に
訪
れ
、
安
全
に

楽
し
く
ご
み
拾
い
を
し
て
、
爽
快
感
・

達
成
感
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

長
年
継
続
し
て
活
動
し
て
い
る
場
所

で
は
確
実
に
ご
み
は
減
る
と
い
う
実
感

は
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
年
活
動

　川ごみ問題の解決に向け取り組んでいます。まずはこの問題を多くの人
に知っていただくことです。全国水辺のごみ調査（水辺のごみ見っけ！）
では、普段親しんでいる川で、ごみに目を向け、ごみ削減を自分事として
行動できる人を増やします。各地の水辺で活動する団体とネットワークを
組み、川ごみの発生源対策・根本解決に近づくよう団体間、関連機関等と
情報交換、連携をしています。
　全国水辺のごみ調査は 4月から 11 月まで。ご協力お願いします。詳しく
はホームページで。

全国川ごみネットワークにおける取り組み

【写真】美しい山形・最上川フォーラムで実施しているクリーンアップ活動
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拾
う
こ
と
に
学
び
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
、
川
の
環
境
保
全
を
考
え
、
ご
み

削
減
の
行
動
が
で
き
る
仲
間
を
増
や

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
河
川
基
金
の
制
度
は
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
も
の
と
感
じ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
に
、
活
動

を
始
め
た
ば
か
り
で
実
績
の
少
な
い

団
体
、
法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
団

体
で
も
助
成
し
て
い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン

伊藤 浩子　Hiroko	ITOU

全国川ごみネットワーク　事務局

東京都出身。2006年まで日本環境協会（こどもエコクラブ全国事務局）。
2007年、NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム非常勤スタッフ、
後に専従職員。2013年、同事務局長。
2013年から川ごみに関する市民団体間のゆるやかな連携をはじめ、2015
年「全国川ごみネットワーク」設立の一員。2017年春に荒川クリーンエ
イド・フォーラムを退職し、全国川ごみネットワーク事務局（非常勤）
として、川ごみ削減の啓発に従事。
環境省登録　環境カウンセラー（市民部門）。

そ
し
て
多
く
の
団
体
や
個
人
が
共
に

声
を
発
し
て
い
く
こ
と
で
川
ご
み
の
削

減
に
向
け
て
の
大
き
な
力
に
な
る
こ

と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

川
ご
み
削
減
に
向
け
た
対
策
を
検

討
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
な
ん
ら

か
の
行
動
を
地
域
ぐ
る
み
や
流
域
全

体
で
す
す
め
る
こ
と
に
寄
与
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
分

た
ち
の
団
体
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
の
で
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
し
、
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
そ
こ
で
少

し
で
も
成
果
が
出
せ
れ
ば
、
そ
れ
を

全
国
に
広
め
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ

う
と
考
え
ま
す
。

　

全
国
水
辺
の
ご
み
調
査
は
、
手
探

り
で
始
め
た
ご
み
調
査
で
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
反
省
を
活
か
し
、

結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
充
実
、
実

施
に
よ
る
学
び
の
充
実
な
ど
の
改
善

を
図
り
、
さ
ら
な
る
広
が
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
川
で
の
ご
み
調
査
や

策
も
す
す
め
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
で
は
そ
の
対
策
が
ほ

と
ん
ど
す
す
ん
で
い
ま
せ
ん
。
川
は

ご
み
の
通
り
道
に
な
っ
て
い
て
、
川
に

入
る
前
の
ご
み
対
策
を
す
す
め
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

ま
だ
川
や
海
の
ご
み
問
題
の
重
大
さ

は
一
部
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
く
て
、

情
報
発
信
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

川
ご
み
の
問
題
は
、
発
生
源
を
特

定
し
づ
ら
く
、
流
域
全
体
の
住
民
の

生
活
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
川

ご
み
の
根
本
解
決
を
す
す
め
る
に
は
、

流
域
住
民
の
生
活
習
慣
、
ご
み
の
排

出
、
容
器
包
装
類
の
回
収
の
仕
組
み

の
改
善
ま
で
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

関
与
す
る
機
関
や
制
度
が
多
様
で
あ

り
、
す
ぐ
に
解
決
す
る
の
は
非
常
に

困
難
な
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
な

か
な
か
成
果
を
出
し
づ
ら
い
こ
と
も

苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
問
題
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
川

で
の
活
動
団
体
さ
ん
や
、
ご
み
問
題

に
少
し
で
も
関
心
の
あ
る
団
体
さ
ん

と
の
連
携
を
深
め
、
広
く
国
民
の
関

心
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
が
あ
る
こ
と
は
貴
重
な
も
の
で
す
。

河
川
基
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
か

げ
で
、
活
動
が
で
き
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
、
全
国
に
向
け
活
動
を

広
げ
る
展
開
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
助
成
金
を
い
た
だ
き
な
が
ら
さ

ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努

め
、
自
立
で
き
る
組
織
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

「水辺のごみ見っけ！」- 水辺のごみへの関心を高める活動 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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「水辺のごみ見っけ！」- 水辺のごみへの関心を高める活動 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

あ
れ
ば
色
々
な
活
動
が
出
来
て
幅
が
広
が

る
と
、
環
境
教
育
に
熱
心
な
松
嶋
先
生
を

そ
そ
の
か
し
ま
し
た
。（
笑
）

【
松
嶋
】　
河
川
基
金
に
申
請
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
探
究
心
を
持
て
る
よ

う
に
す
る
学
び
の
計
画
、
目
標
、
取
り
組

み
方
を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

テ
ー
マ
を
統
一
し
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

【
松
嶋
】　
平
成
28
年
度
の
活
動
内
容
と
し

て
、
４
年
生
は
「
地
域
の
川
を
知
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
高
瀬
川
の
源
流
や
灌
漑

用
の
天
間
ダ
ム
、
学
区
内
に
あ
る
土
場
川

の
揚
排
水
機
場
や
用
水
施
設
等
の
見
学
に

行
っ
て
い
ま
す
。
５
年
生
は
生
き
物
調
査

を
メ
イ
ン
と
し
て
、
ガ
サ
ガ
サ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
４
年
生
で
「
地
域
の
川
を
知
る
」

を
取
り
上
げ
た
い
き
さ
つ
は
、
社
会
科
で

地
域
の
こ
と
を
勉
強
す
る
の
で
、
他
教
科

と
も
関
連
さ
せ
て
い
け
る
と
考
え
た
か
ら

で
す
。
実
は
平
成
28
年
度
の
ア
ド
バ
ン
ス

申
請
は
４
年
生
と
５
年
生
の
２
学
年
と

河
川
基
金
申
請
の
き
っ
か
け

【
松
嶋
】　
河
川
教
育
は
、
私
が
甲
地
小

学
校
に
赴
任
し
た
平
成
22
年
頃
に
は
、
土

場
川
土
地
改
良
区
か
ら
の
支
援
で
、
５
・

６
年
生
が
、
水
質
、
生
態
調
査
の
ガ
サ
ガ

サ
（
水
生
生
物
の
採
取
活
動
）
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験

活
動
を
学
習
に
結
び
つ
け
、
今
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
が
疑
問
を
持
ち
、
課
題
を
追

及
、
探
究
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
受
身

的
な
体
験
活
動
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

３
年
前
の
平
成
27
年
に
、
小
川
原
湖
自

然
楽
校
の
相
馬
さ
ん
に
、
川
で
の
体
験
活

動
の
指
導
支
援
に
加
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
河
川
教
育
の
取
組
を
再
検
討
し

て
い
た
時
だ
っ
た
の
で
、
相
馬
さ
ん
か
ら

河
川
基
金
の
話
を
聞
い
て
、
川
の
体
験
活

動
を
各
学
年
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
私

が
計
画
を
作
成
し
、
平
成
28
年
度
の
河
川

基
金
の
申
請
を
し
ま
し
た
。

【
相
馬
】　
甲
地
小
学
校
は
地
域
に
豊
か
な

自
然
が
あ
り
、
水
に
関
す
る
環
境
教
育
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、
河
川
基
金
が

総
合
と
教
科
と
の
ク
ロ
ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
深
い
学
び
に

I N T E R V I E W

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら

東
北
町
立
甲か
っ
ち地
小
学
校
（
青
森
県
）

　

校
長　

工
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克
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さ
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教
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千
葉 

奈
緒
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さ
ん

　

教
諭　

松
嶋 

幸
湖 

さ
ん　
　
　
　

教
諭　

澤
目 

路
子 

さ
ん

小
川
原
湖
自
然
楽
校
（
青
森
県
）　
　

代
表　

相
馬 
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さ
ん

小川原湖でのカヌー体験

河川基金だより38号（4月発行）案.indd   17 2018/04/17   11:46:41



1818

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
６
年
生
も
合

わ
せ
て
３
学
年
で
行
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
平
成
29
年
度
に
は
前
年
度
の
成
果
を

活
か
し
、３
学
年
分
の
申
請
を
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は「
水
の
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」

「
土
場
川
生
き
物
調
査
」
で
し
た
が
、
平

成
29
年
度
に
は
「
甲
地
あ
お
ぞ
ら
水
族
館

２
０
１
７
」
と
テ
ー
マ
を
変
え
ま
し
た
。

基
本
的
な
活
動
内
容
は
変
わ
ら
ず
、
ビ

オ
ト
ー
プ
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
ビ
オ

ト
ー
プ
は
、
高
瀬
川
河
川
事
務
所
の
小
川

原
湖
水
質
浄
化
施
設
（
ヨ
シ
原
植
栽
）
跡

地
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

【
相
馬
】　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
頃
に
高
瀬
川
河
川
事
務
所
か
ら
、

私
に
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
河
川
事
務
所
は
河
川
教
育
の

協
力
団
体
に
も
な
っ
て
お
り
、
私
と
も
良

い
関
係
を
築
い
て
き
た
の
で
そ
の
よ
う
な

お
話
を
頂
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
平
成
27
年
度
に
更
地
に
し
て
ビ
オ

ト
ー
プ
と
し
て
整
備
し
て
い
た
だ
き
、
平

成
28
年
度
か
ら
甲
地
小
学
校
の
体
験
活
動

で
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

【
松
嶋
】　
ま
た
、
そ
の
頃
土
場
川
土
地
改

良
区
の
方
か
ら
、「
今
ま
で
ガ
サ
ガ
サ
を

行
っ
て
い
た
地
域
が
、
圃
場
整
備
で
埋
め

ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。」
と
聞
か

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に
活
動

す
る
際
、
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
こ
に
生
息

し
て
い
る
貴
重
な
絶
滅
危
惧
種
を
保
護
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
は
じ
め
て
い

た
時
、
相
馬
先
生
か
ら
、
高
瀬
川
河
川

事
務
所
が
ビ
オ
ト
ー
プ
の
基
礎
工
事
を
し

て
く
れ
る
と
い
う
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
５
年
生
が
、
絶
滅
危
惧

種
を
移
動
さ
せ
て
観
察
す
る
た
め
の
ビ
オ

ト
ー
プ
の
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
え
た
ら

い
い
か
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
６
年
生

が
実
際
の
作
業
に
入
り
、
環
境
を
整
え
る

に
は
葦
や
水
草
の
種
類
を
増
や
し
た
方
が

い
い
と
か
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
深
さ
や
大
き

さ
ま
で
考
え
て
整
備
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
に
合
同
の
発
表
会
を
行
い
、
６
年
生

が
活
動
し
て
ま
と
め
た
こ
と
か
ら
５
年
生

に
要
望
と
提
案
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
、
５
年
生
が
、
次
の
年
に
６
年
生
に

な
っ
た
ら
ま
た
考
え
実
践
し
て
い
く
…
と

い
う
よ
う
な
、
つ
な
が
り
を
も
っ
た
活
動

が
実
際
に
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
サ
イ
ク
ル
は
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

教
科
と
の
関
連

【
澤
目
】　
各
教
科
と
の
関
連
も
意
識
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
４
年
生
で
は
、
社
会
の

「
水
は
ど
こ
か
ら
」
と
い
う
単
元
で
、
自

分
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
水
が
ど
こ
か
ら
ど

の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
く
る
の
か
を
学
び

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
教
科
書
で
の
お
話
で

す
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、「
総

合
」
と
略
す
）
を
使
っ
て
、
高
瀬
川
の
源

流
や
関
連
施
設
を
見
る
こ
と
で
、
教
科
書

で
の
知
識
と
体
験
や
経
験
が
、
強
く
結
び

つ
く
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
年
生
で
は
、
社
会
の
「
低
い

土
地
の
く
ら
し
」
で
輪
中
の
学
習
を
し
ま

す
。
か
つ
て
、
土
場
川
流
域
に
も
低
い
土

地
が
あ
り
、
大
雨
が
降
る
と
川
の
水
が
増

水
し
て
浸
水
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
な
の

で
、
教
科
書
で
の
学
習
の
後
に
、
20
年
く

ら
い
前
の
浸
水
の
様
子
を
学
習
し
た
り
、

土
場
川
の
水
量
を
調
整
す
る
揚
排
水
機
場

の
見
学
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
教
科
書

で
学
習
し
た
こ
と
を
自
分
の
地
域
の
こ
と

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

６
年
生
で
は
、
国
語
で
「
ど
の
よ
う
な

未
来
に
し
た
い
か
」
意
見
文
を
書
く
学
習

を
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
た
く
さ
ん
の
児

童
が
自
然
を
題
材
に
し
て
書
い
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
多
く
は
「
総
合
」
の
体
験
活

動
が
動
機
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
理
科
の
「
水
溶
液
の
性
質
」
で
は
、

酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
に
つ
い
て
学
び
ま
す

が
、
強
い
酸
や
ア
ル
カ
リ
性
は
も
の
を
溶

か
す
性
質
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
５
年
生

の
頃
に
土
場
川
で
水
質
調
査
を
行
っ
た
時

の
経
験
と
結
び
つ
け
、
理
解
を
深
め
ら
れ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
千
葉
】　
４
年
生
の
社
会
で
は
「
谷
に
囲

ま
れ
た
大
地
に
水
を
引
く
」
と
い
う
単
元

が
あ
り
、
地
域
の
中
に
は
先
人
た
ち
が
苦

労
し
て
作
っ
た
用
水
の
施
設
が
ま
だ
残
っ

て
い
ま
す
。「
総
合
」
で
、
現
地
見
学
し

て
本
物
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
教
科

と
の
関
連
を
持
た
せ
た
学
習
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
総
合
」
の
指
導
の
場
合
、
与
え
す
ぎ

は
子
ど
も
の
気
づ
き
や
探
究
心
を
つ
ん
で

し
ま
い
ま
す
の
で
、
先
生
の
指
導
次
第
で

子
ど
も
の
伸
び
方
が
全
然
違
っ
て
き
ま
す
。

社
会
や
理
科
の
他
に
、
算
数
の
力
も
必
要

で
す
し
、
道
徳
と
の
関
連
で
は
感
謝
や
思

い
や
り
が
育
ち
ま
す
。「
総
合
」
は
、
全

て
を
網
羅
で
き
る
貴
重
な
学
習
だ
と
思
い

ま
す
。
た
だ
今
後
は
、「
総
合
」
の
時
間

を
削
っ
て
外
国
語
学
習
を
増
や
す
な
ど
し

て
学
習
時
間
に
制
限
が
か
か
る
の
で
、
学

校
全
体
で
、
全
体
計
画
等
を
も
う
一
度
精

査
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

河
川
教
育
で
の
活
動
の
課
題

【
千
葉
】　
ビ
オ
ト
ー
プ
の
水
草
調
査
や
、

甲地小学校の河川教育への取組

総合と教科とのクロスカリキュラムが、深い学びに

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

甲地小学校は「宝の湖」といわれる小川原湖
付近に位置し、高瀬川水系の河川が周囲にあ
る自然豊かな環境に囲まれている。平成 28年
度河川基金助成事業「学校部門」優秀成果校
として表彰、平成 29年には「東北・水すまし
大賞」（主催：日本水環境学会）を受賞するな
ど、水環境保全等でも高い評価を得ている。

総合と教科とのクロスカリキュラムが、深い学びに

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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総合と教科とのクロスカリキュラムが、深い学びに

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

は
地
域
の
川
を
知
り
、
５
年
生
は
生
き
物

に
目
を
向
け
、
６
年
生
は
小
川
原
湖
の
環

境
と
し
て
総
合
的
に
捉
え
て
い
く
…
…
。

つ
ま
り
、「
環
境
と
私
た
ち
の
生
活
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
計
画
を

練
り
直
し
、
取
り
組
ん
で
行
く
つ
も
り
で

す
。

　

平
成
30
年
度
の
河
川
基
金
の
申
請
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
の
活
動
を
改
善

し
な
が
ら
続
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

平
成
31
年
度
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
と

実
績
を
活
か
し
て
も
っ
と
い
い
計
画
が
出

来
る
と
思
う
の
で
、
ま
た
申
請
し
た
い
で

す
。
私
た
ち
は
転
勤
族
な
の
で
、
学
校
の

体
制
を
作
り
、
後
輩
を
育
て
て
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
他
校
の
若
い
先
生
が
基

金
の
研
究
発
表
会
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
た
姿
を
見
て
、
自
分
だ
け

が
全
て
背
負
う
の
で
は
な
く
、
後
を
見
据

え
て
若
手
を
育
成
し
て
い
く
体
制
作
り
が

大
事
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

た
ビ
オ
ト
ー
プ
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
出

前
講
座
に
来
て
頂
い
た
こ
と
で
お
互
い
に

顔
を
合
わ
せ
る
事
が
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
生
き
物
に
つ
い
て
は
相
馬
さ
ん
に
教

え
て
頂
き
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
自
分
た

ち
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
が
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

こ
と
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

【
松
嶋
】　
ガ
サ
ガ
サ
な
ど
の
河
川
活
動
を

し
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
生
き

物
に
対
し
て
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、カ
ヌ
ー
体
験
を
し
た
と
き
は
、

「
景
色
が
き
れ
い
。」「
こ
こ
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
。」
と
言
う
子
も
い
て
、
自
分
の

住
む
地
域
に
対
し
て
愛
着
を
も
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
本
物
に
触
れ
る

と
心
が
豊
か
に
な
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
体
験
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
計
画
を

見
直
し
、
何
が
得
ら
れ
た
の
か
学
習
成
果

を
発
表
し
よ
う
と
、
活
動
の
ま
と
め
時
期

の
12
月
に
、
高
瀬
川
河
川
事
務
所
、
小

川
原
湖
自
然
学
校
、
土
場
川
土
地
改
良

区
、
甲
地
水
土
里
保
全
会
、
そ
し
て
保

護
者
を
学
校
に
招
い
て
、
成
果
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
５
・
６
年
生
の

発
表
を
４
年
生
に
も
見
学
さ
せ
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
４
年
生
は
次
年
度

の
予
習
が
出
来
、
実
際
５
年
生
に
な
っ
て

活
動
す
る
際
、
よ
り
質
の
高
い
活
動
が
で

き
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

【
松
嶋
】　
最
初
は
、
私
一
人
で
立
て
た
計

画
も
、
今
で
は
学
校
全
体
で
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
り
、
と
て
も
達
成
感
を
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、４
、５
、６
年
生
の
縦
、

横
の
つ
な
が
り
を
よ
り
精
査
し
、
４
年
生

小
川
原
湖
、
土
場
川
の
水
草
調
査
な
ど
の

た
め
に
カ
ヌ
ー
体
験
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

安
全
面
で
の
配
慮
が
課
題
で
す
。
教
員
側

も
、
川
の
体
験
活
動
の
た
め
の
指
導
者
講

習
会
等
を
受
け
る
な
ど
、
専
門
的
な
知
識

を
身
に
付
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で

す
ね
。

【
松
嶋
】　
指
導
す
る
上
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
中
で
、
疑
問
と
探
究
が
ず
っ
と
行
き

来
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
考
を
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
り
、
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
澤
目
】　
河
川
基
金
の
河
川
教
育
研
究

交
流
会
に
参
加
を
し
て
、
青
森
で
の
川
に

入
れ
る
時
期
の
短
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
７
・
８
月
ま
で
し
か
川
に

入
れ
な
い
の
で
す
が
、
他
の
地
域
で
は
９

月
ま
で
川
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
内

容
が
充
実
し
て
驚
き
ま
し
た
。
川
に
入
れ

な
い
時
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
教
科
学
習
と
絡
め
て
活

か
せ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
О
や
河
川
事
務
所
、
地
域
と
の
連
携

【
松
嶋
】　
高
瀬
川
河
川
事
務
所
の
出
前

講
座
は
、
お
願
い
を
し
て
来
て
頂
き
ま
し

た
。
以
前
は
、
ガ
サ
ガ
サ
を
し
て
も
地

域
の
生
物
を
調
べ
る
す
べ
が
な
く
、
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
覚
え
る
だ
け
で
し
た
。
私
た

ち
が
い
く
ら
説
明
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
専

門
的
な
知
識
と
経
験
の
あ
る
プ
ロ
の
方
々

に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
全
然
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

（
笑
）

【
澤
目
】　
国
土
交
通
省
の
方
た
ち
が
造
っ

（写真❺）
相馬 孝　Takashi	SOMA
小川原湖自然楽校　代表

青森県弘前市出身
甲地小学校の河川教育に対し、多大
な影響を与えてきたアドバイザー
的存在。

総合と教科とのクロスカリキュラムが、深い学びに

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

（写真❹）
千葉 奈緒子　Naoko	CHIBA
東北町立甲地小学校　教頭　

甲地小学校に４年間勤務し、赴任当初から河川
教育に関わり、学習活動をバックアップ。日本
水環境学会の「東北水すまし賞」受賞にも貢献。

（写真❶）
工藤 克己　Katsumi	KUDO
東北町立甲地小学校　校長

青森県弘前市出身
校長として最初の赴任校。初めて体
験する河川教育に魅了され、先生方
と共に様々な活動に奮励している。

（写真❸）
澤目 路子　Michiko	SAWAME
東北町立甲地小学校　教諭　

青森県横浜町出身
甲地小学校は２年間勤務。今年度、
松嶋研修主任と共に高学年児童を
担当し、常に協力しあい河川教育推
進のため尽力。

（写真❷）
松嶋 幸湖　Sachiko	MATSUSHIMA
東北町立甲地小学校　教諭

青森県七戸町出身
甲地小学校に７年間勤務し、河川教育の中心
として活躍。今年度、研修主任となり、河川
教育のより一層の充実に取り組み、その成果
が評価され優秀成果校に選出された。

❷ ❶

❺

❸

❹
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河川基金助成の現場から

I N T E R V I E W

　

近
年
、
河
川
環
境
中
に
医
薬
品
成
分

が
残
留
す
る
新
た
な
環
境
汚
染
が
世
界

的
な
規
模
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
社
会
的
に
も
大
き
な
関
心

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、
人
口

の
集
中
す
る
都
市
部
の
河
川
を
中
心
と

し
た
調
査
を
行
い
、
抗
が
ん
剤
成
分
の

存
在
実
態
と
挙
動
を
詳
細
に
明
ら
か
に

し
た
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
改
善
の
糸

口
と
な
る
光
分
解
、
生
分
解
、
河
川
底

質
へ
の
吸
着
性
に
つ
い
て
も
検
証
が
な
さ

れ
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
環
境
と
医
薬
品
の
関
わ
り
合

い
に
つ
い
て
探
求
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
河
川
や
下
水
道

等
の
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
河

川
流
域
に
お
け
る
医
薬
品
成
分
の
存
在

実
態
と
環
境
動
態
の
解
明
に
加
え
、
水

処
理
工
程
で
の
除
去
効
率
や
挙
動
の
解

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品
の

使
用
傾
向
と
環
境
中
の
存
在
と
の
関
連

性
を
評
価
す
る
こ
と
で
水
系
暴
露
濃
度

予
測
モ
デ
ル
の
構
築
を
行
い
、
環
境
に

流
出
す
る
医
薬
品
に
よ
る
環
境
リ
ス
ク

の
削
減
や
、
低
減
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
対
応
策
の
効
果
を
評
価
す
る

手
法
の
開
発
も
試
み
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ど
う
し
て

医
薬
品
が
河
川
中
に
存
在
す
る
環
境
問

河川財団奨励賞受賞研究
- 河川環境中に存在する抗がん剤成分の環境動態に関する研究 -

平成 28 年度の「河川財団奨励賞」を受賞された大阪薬科大学大学院 薬学研究科　助教　東 剛
志さんに、今回の受賞対象となった研究の概要や成果、河川基金への期待、今後の様々な活動
への抱負などをお聞きしました。（河川財団奨励賞は、河川基金助成を受けられた研究者のうち、
今後の活躍が期待される優秀な若手研究者を表彰するものです。）

大阪薬科大学大学院薬学研究科　助教　東 剛志 さん

大阪薬科大学薬学部 環境分子生理学研究室

河川財団奨励賞受賞研究
- 河川環境中に存在する抗がん剤成分の環境動態に関する研究 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

平成 28 年度

河川財団奨励賞

受賞
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河川財団奨励賞受賞研究
- 河川環境中に存在する抗がん剤成分の環境動態に関する研究 -

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

水
を
経
由
し
た
ヒ
ト
へ
の
健
康
影
響
等
、

現
実
面
で
多
く
の
課
題
が
共
存
す
る
難

し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。

抗
が
ん
剤　

環
境
へ
の
影
響

　

医
薬
品
成
分
に
よ
る
河
川
環
境
汚
染

問
題
は
、
社
会
発
展
に
よ
る
近
代
化
に

伴
い
世
界
的
規
模
で
進
行
し
て
お
り
、

実
態
の
把
握
と
解
決
策
に
向
け
様
々
な

研
究
が
日
進
月
歩
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
る

が
ん
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
抗
が
ん
剤

成
分
に
つ
い
て
は
、
当
時
は
世
界
的
に
み

て
も
報
告
例
が
殆
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
明
な
こ
と
が
多
い
状
態
に
あ
り
ま
し

た
。
抗
が
ん
剤
は
そ
の
性
質
上
、
生
理

活
性
が
強
い
成
分
も
含
ま
れ
る
た
め
、

環
境
中
に
流
出
し
た
際
に
生
態
系
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
国
内
外
の
研

究
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
で

は
、
河
川
水
や
下
水
の
中
に
存
在
す
る

抗
が
ん
剤
成
分
と
そ
の
生
理
活
性
代
謝

物
を
高
感
度
で
同
時
に
分
析
で
き
る
手

法
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
開
発

し
た
分
析
法
を
用
い
て
人
口
が
集
中
す

る
都
市
部
を
流
れ
る
河
川
流
域
を
対
象

と
し
て
、
そ
の
存
在
実
態
と
挙
動
を
初

め
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

太
陽
光
に
よ
る
光
分
解
性
や
河
川
中
で

の
生
分
解
性
、
河
川
底
質
へ
の
吸
着
性

の
評
価
試
験
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
行

い
、
現
地
調
査
で
得
ら
れ
た
実
測
デ
ー

タ
と
の
比
較
検
証
を
行
う
こ
と
で
、
河

川
環
境
中
で
の
環
境
動
態
の
解
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
抗
が
ん
剤
の
中
に
は
河

川
環
境
中
か
ら
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
る

も
の
が
あ
る
こ
と
、
排
水
処
理
施
設
を

経
由
す
る
放
流
水
か
ら
の
寄
与
が
約
50

～
85
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
抗
が
ん
剤
の
河
川

流
下
に
伴
う
減
衰
影
響
は
一
部
の
成
分

を
除
い
て
小
さ
く
残
留
性
が
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
高
度
処
理
で
あ
る
オ

ゾ
ン
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
河
川
環
境
へ

の
負
荷
影
響
を
低
減
で
き
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
環
境
を
専
門
と

す
る
国
際
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
る
と
と

も
に
、
当
該
研
究
に
関
す
る
洋
書
専
門

書
の
執
筆
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当

該
助
成
事
業
の
成
果
が
広
く
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
学
会
で
の
招
待
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
・
基

調
講
演
の
依
頼
や
、
製
薬
企
業
で
の
講

演
に
加
え
、
一
般
向
け
教
養
テ
レ
ビ
番
組

「
知
の
回
廊
」
へ
の
出
演
や
、
薬
学
を
専

門
と
す
る
新
聞
で
あ
る
薬
事
日
報
に
掲

載
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
で
社
会
的
に

題
が
発
生
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う

素
朴
な
疑
問
か
ら
で
し
た
。
１
９
９
０

年
頃
に
世
界
各
地
で
内
分
泌
攪
乱
物

質
、
い
わ
ゆ
る
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
り
研
究
が
進
め
ら
れ
る

中
、
２
０
０
０
年
代
か
ら
は
医
薬
品
成

分
に
よ
る
河
川
環
境
汚
染
問
題
に
つ
い
て

も
懸
念
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
河
川
や
湖
沼
を

は
じ
め
と
し
て
、
地
下
水
、
飲
料
水
か

ら
も
医
薬
品
成
分
が
検
出
さ
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

河
川
環
境
へ
医
薬
品
成
分
が
排
出
さ
れ

て
い
る
主
な
原
因

　

ヒ
ト
の
病
気
治
癒
や
、
畜
産
で
用
い

ら
れ
て
い
る
医
薬
品
成
分
は
、
体
内
で

吸
収
さ
れ
薬
効
を
発
揮
し
た
後
、
代
謝

を
受
け
て
化
学
構
造
が
変
化
し
、
薬
効

を
持
た
な
く
な
っ
た
形
態
で
体
外
へ
と
排

泄
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
未
代
謝
の
ま

ま
残
っ
た
り
、
体
内
で
吸
収
さ
れ
な
か
っ

た
医
薬
品
成
分
は
、
薬
効
を
保
っ
た
形

態
の
ま
ま
で
体
外
へ
と
排
泄
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
下
水
道
等
を
経
由
し
て
処
理

さ
れ
る
の
で
す
が
、
従
来
型
の
水
処
理
で

は
十
分
な
除
去
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
、

河
川
環
境
中
へ
排
出
さ
れ
ま
す
。
河
川

環
境
中
に
医
薬
品
成
分
が
存
在
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
態
系
へ
の
影
響
や
、
飲
料

　近年、河川や湖沼をはじめとする水環境中に医薬品成分が残留する新た
な環境汚染が世界的な規模で進行していることが明らかになり、生態系へ
の影響や飲料水を経由したヒトへの健康影響が懸念されています。そこで
東先生の研究では、人口が密集する都市部の河川流域を中心とした汚染の
実態と環境動態の解明に関する研究を行うとともに、残留医薬品成分によ
る環境リスクの評価や、低減に有効であると考えられる対応策の効果を評
価する手法の開発を行っています。

大阪薬科大学大学院薬学研究科　助教　東 剛志先生の取組み
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今
後
の
抱
負

　
こ
れ
ま
で
に
河
川
環
境
中
に
残
留

す
る
医
薬
品
に
関
す
る
研
究
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
医
療
機

関
に
由
来
す
る
排
水
に
関
す
る
研
究

に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。
人
の
社
会
活
動
と
環
境
に
は
相

互
関
係
が
あ
り
、
人
と
河
川
環
境
と

の
関
わ
り
、
環
境
と
医
薬
品
の
関
わ

東 剛志　Takashi	AZUMA

大阪薬科大学大学院薬学研究科　助教 　博士（工学）

2012 年 3 月	京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻博士課程修了
2012 年 3 月	京都大学グローバル COEプログラム	アジア・メガシティの人間安
全保障工学拠点修了
2012 年 3月	京都大学環境マネジメント人材育成国際拠点（EML）修了
2012 年 4月	大阪薬科大学薬学部助手
2016 年 4月	大阪薬科大学大学院薬学研究科助教

【主な受賞】
・2011年	京都大学環境衛生工学研究会	研究奨励賞
・2011年	日本水環境学会	博士研究奨励賞（オルガノ賞）最優秀賞
・2012年	日本薬学会	優秀発表賞
・2015年	河川財団	優秀成果賞
・2016年	Outstanding	contribution	in	reviewing	award（Science	of	the	Total	Environment	(Elsevier)）
・2017年	河川財団奨励賞
・2017年	クリタ水・環境科学振興財団	研究優秀賞
・2017年	Publons	peer	review	awards（Environmental	Science	and	Pollution	Research	(Springer)）

【主な著書・論文】
・Distribution	of	anticancer	drugs	and	their	sorption	onto	the	sediment	of	an	urban	river（Fate	
and	effects	of	cytostatic	pharmaceuticals	in	the	environment,	Springer,	2018）

・医療機関に由来する排水中に存在する医薬品類の存在実態の解明と高度処理技術の開発（日
本製薬工業協会	製薬協ニューズレター及びかんきょうニュース ,	2018）

【マスメディア等】
・教養番組	知の回廊「都市河川・湖沼の抗生物質汚染の拡大と耐性菌の出現」（2016年）
・薬事日報	医薬品による環境汚染問題－実態・生態影響・浄化技術－」（日本薬学会	第 137年
会シンポジウム ,	2017年）

・薬事日報【研究戦略】河川、病院排水に医薬品流入	実態解明や処理法開発に注力（2017年）
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ご寄付の御礼

　平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日ま

での一年間に、「一般財団法人　宮崎大淀川スポー

ツセンター」や「釧路リバープロテクション 21 の

会」、「吉田高樹様」、「藤代國忠様」をはじめとする、

団体や個人の皆様から 3,680,738 円のご寄付をい

ただきました。寄付者の皆様に心より御礼申し上

げます。

　ご厚志につきましては、河川基金として管理し、

その運用益を河川の治水・利水・環境に関する調査、

川づくり団体の活動や学校での河川教育を支援す

る助成事業のために有効に使わせていただく所存

でございます。

寄付金の
税法上の優遇措置について

当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人 」としての認定を受けて
おります（認定日は平成 25 年 3 月 21 日、法人登記日は同年 4 月 1 日）
ので、当財団への寄付金には上記の河川基金への寄付金及び一般寄付
金のいずれについても特定公益増進法人としての税法上の優遇措置が
適用され、所得税（個人）・法人税（法人）の所得控除等が受けられます。

詳細は河川財団 HP をご覧下さい。
公益財団法人　河川財団

　　理事長　　関　克	己

数字で見る「河川基金」

約10,590件助成件数
（昭和 63 年度～平成 30 年度）

約119億円助成総額
（昭和 63 年度～平成 30 年度）

昭和 63 年に河川財団（河
川環境管理財団）に「河
川整備基金」として設立。
設立後 30 年近くを経過
し、社会情勢の変化等に
対応するため「河川基金」
として新たなスタートを
切っています。

「河川基金」とは

河川財団 検索

河川財団は、我が国の助成財団の
中で、助成等事業費で 48 位にラ
ンキングされています。

（「日本の助成財団の現状」より
助成財団センター調べ　H28年度）

助成等事業費

48位

寄付者の皆様へ

河川基金ウェブサイトでは、助成事業に関するイベント等の「活
動告知ページ」及び「活動報告ページ」を設けております。助
成を受けられている方はぜひご活用下さい。

河川基金ウェブサイトを
ご活用ください。

www.kasen.or. jp/kikin/
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河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに
河川への理解を深めるための活動に対する助成並びにその
実施を行うことにより、 国土の利用、整備又は保全及び国
民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。
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Our Life,  
with River

本部
〒103-0001東京都中央区日本橋小伝馬町11-9住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）
http://www.kasen.or.jp	 E-mail:info@kasen.or.jp

名古屋事務所
〒 463-0068 名古屋市守山区瀬古 3丁目 710 番地
TEL052-388-7891	 FAX052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

近畿事務所
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM13F）
TEL06-6942-2310	 FAX06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp

本部
総務部	 	 TEL:03-5847-8301	 FAX:03-5847-8308
経営企画部		 TEL:03-5847-8302	 FAX:03-5847-8308
	
基金事業部		 TEL:03-5847-8303	 FAX:03-5847-8309
子どもの水辺サポートセンター
	 	 TEL:03-5847-8307	 FAX:03-5847-8314
河川総合研究所	 TEL:03-5847-8304	 FAX:03-5847-8310
（戦略的維持管理研究所）

東京事務所		 TEL:03-5847-8306	 FAX:03-5847-8310
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河川財団が「紺綬褒章」公益団体として、内閣府より認定

　河川財団は、内閣府（賞勲局）より「紺綬褒章」

の公益団体認定（褒章条例ニ関スル内規 第２条）

を受けました（平成 29年 6月28日付）。褒章の

一つである「紺綬褒章」は、公益のため私財を寄

付した方々（個人では 500 万円以上、法人では

1,000 万円以上）を対象としています。

　平成 29年 6月28日以降、河川財団へのご寄

付（河川基金への寄付または一般寄付）をいただ

いた方で上記条件を満たす場合には「紺綬褒章」

の授与申請を致します。

紺綬褒章とは（内閣府 HP より）

			公益のために私財を寄附した者を対象とする紺綬褒章は、表彰されるべ
き事績の生じた都度、各府省等の推薦に基づき審査をし、授与を行ってい
ます。
			国、地方公共団体又は公益団体（公益を目的とし、法人格を有し、公益
の増進に著しく寄与する事業を行う団体であって、当該団体に関係の深い
府省等の申請に基づき賞勲局が認定した団体）に対する寄附が授与の対象
となります。

			※地方公共団体等への寄附について、寄附者が当該寄附に対する返礼品
（記念品の類を除く）を受領した場合は、紺綬褒章の対象となりません。
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